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2）結梭繪ﾈ大学整形外科学講座
　第26回東京医科大学医科学フォーラムは、2009
年ll月12日（木）18：00から東京医科大学病院
教育棟5階講堂で、「光生体計測の最前線」をテー
マとして開催された。近年、生体の形態・機能を磁
場や近赤外光を利用して非侵襲的に測定・評価する
手法が目覚ましい進歩を遂げている。今回，木目良
太郎先生（健：康増進スポーツ医学講座）と番場泰司
先生（整形外科学講座）が、近赤外光を用いた生体
計測の基礎および医科学分野・臨床応用について講
演を行った。
　まず、近赤外光を用いた光生体計測の基礎と医
科学分野への応用について、木目先生が講演を行っ
た。近赤外光は生体透過性に優れ、またヘモグロビ
ンの吸光度特性が酸素化状態により異なることか
ら、組織酸素動態の計測に用いられているとの解説
があった。しかし、生体は光散乱が強い媒質であり
光が直進しないので光路長の測定が困難である。そ
のために定量的計測が現時点では困難であるが，運
動開始時・終了時の酸素動態を計測することで筋有
酸素能の評価が可能になり、運動終了時における組
織再酸素化速度は筋組織への酸素供給能力を表す指
標として，トレーニング効果や加齢変化，末梢血管
病変の評価指標として幅広く用いられているとの説
明があった。また、脳機能計測にも光イメージング
の応用が進んでいることや、インドシアニングリー
ン（ICG）のような有機色素を用いて正常組織と異
常組織（悪性腫瘍など）の外因性コントラストを増
強し画像化することも可能であること、また、装置
が比較的小型であることからベッドサイドでの計測
が可能であり、今後さらに臨床応用が進むことが考
えられるとの解説があった。
　次に、臨床応用として、近赤外光を用いた局所
骨格筋有酸素能の評価について番場先生が講演を
行った。臨床応用の例として、人口の高齢化に伴い
増加している、変形性膝関節症と関節リウマチ患者
の全人工膝関節置換術の症例において、術後リハビ
リテーションの効果を評価するために、大腿四頭筋
の最大随意収縮力と丹赤外光で測定した外側広筋の
有酸素能の回復を比較した。その結果、最大随意収
縮力よりも筋有酸素能の改善が先行して認められる
ことを示し、運動器リハビリテーションの筋機能改
善効果の評価に近赤外光が用いられることの臨床的
意義について分かりやすく解説された。
　講演終了後、チトクロームオキシダーゼ酸化還
元反応の測定の可能性や、乳がんの診断におけるマ
ンモグラフィーに対する光計測の優i位性などについ
て、参加者による活発な質疑応答があった。今後、
近赤外光を用いた非侵襲自生体計測が様々な医療分
野でさらに広く応用されてゆくことが期待される。
　　　　　　　　　　　　　　　（文責：勝村俊仁）
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